


令和６年度 大分大学医学部医学科一般入試（前期日程）解答例 

（化 学） 

１ 

問 1 出題の意図：固体・液体・気体における分子間力について正しく理解し、分子間力が

融点および沸点に与える影響について説明できるかどうかを問う意図で出題している。 

問 2 （ア）イオンや原子間の （イ）電気陰性度 （ウ）らせん

（エ）ジグザク（または ひだ） （オ）結晶 

問 3 出題の意図：性質や構造の似た無極性分子の例を挙げるとともに、それらを沸点の順

番に並べられるかどうかを問う意図で出題している。また、無極性分子間のファンデ

ルワールス力の原因について、分子量と関係づけて正しく理解し、説明できるどうか

を問う意図で出題している。

問 4 出題の意図：塩化水素を例として、極性分子間に働く静電気的な引力を正しく理解し、

図を用いて説明できるかどうかを問う意図で出題している。

問 5 出題の意図：DNA の基本構造を正しく理解し、模式的に図示できるかどうかを問う

意図で出題している。

問 6 出題の意図：グアニンとシトシンを例として、核酸塩基間に働く水素結合の位置を正

しく理解し、図示できるかどうかを問う意図で出題している。

問 7 出題の意図：タンパク質の主鎖内のペプチド結合と、ペプチド結合間に働く水素結合

を正しく理解し、図示できるかどうかを問う意図で出題している。



２ 

問 1 

(1) 出題の意図：弱酸の濃度と酸解離定数 Ka から水素イオン濃度を求め、さらに pH に

変換する過程を正しく理解し、計算できるかを問う意図で出題している。 

(2) 出題の意図：弱酸の緩衝液を構成する塩基濃度と酸濃度から水素イオン濃度を求め、

さらに pH に変換する過程を正しく理解し、計算できるかを問う意図で出題している。 

(3) 出題の意図：弱酸水溶液へ等量の強塩基水溶液を滴下して生じた塩の加水分解の過程

を正しく理解しているかを問う意図で出題している。さらにその過程について化学記号

を使用せずに簡潔に記述できるかを問う意図で出題している。 

(4) 出題の意図：滴定の当量点以降の混合液は強塩基性溶液となるが、過剰分の水酸化物

イオン濃度から水素イオン濃度を求める基本的計算を正しく理解しているかを問う意

図で出題している。 

(5) 出題の意図：弱酸溶液へ強塩基溶液を滴下したときの滴定曲線の形状を正しく理解し、

作図できるかを問う意図で出題している。さらに、その滴定曲線において緩衝液として

有効な範囲を正しく理解し図示できるかを問う意図で出題している。 

問 2 

(1) （ア）アセチルサリチル酸 （イ）トリアセチルセルロース

（ウ）ジアセチルセルロース （エ）アセトン

（オ）アセテート（または アセテート繊維） 

(2) 出題の意図：サリチル酸と無水酢酸からアセチルサリチル酸を生成する反応式を正し

く理解し、表記できるかを問う意図で出題している。



３ 

理工学部の１問題を拝借しました。

ただし、設問のひとつを削除していますので注意してください。
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